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1．はじめに  

 液性限界と塑性限界，及び圧縮指数と膨張指数を用い，大阪湾粘土の間隙率を構造単位内と構造単位間に

区分する手法を検討した．その結果，土被り圧に応じて構造単位間の間隙は圧縮しているが，構造単位内の

間隙は相関がなく，有機炭素含有量との相関がMa10～12で認められたのでここに報告する． 

2．間隙率の構造モデル 

 中田，相馬，池田，小野寺(2003)1)2)によれば，火山灰質粘

性土において，含水比を液性限界WLと塑性限界WPを用いて

構造単位内含水比Wintraと構造単位間含水比Winterに区分する

方法を提案し，その含水比で圧縮性を議論している．今回，

図-1に示すように飽和海成粘土である大阪粘土に，同様の考

えを適用し，間隙率を構造単位内と構造単位間に区分する手

法を考案した． 

 堆積直後の構造単位内含水比 Wintra と構造単位構造間含水

比 Winterの比を，塑性限界 WPと塑性指数 IP(WL-WP)の比で考

える．その後，自然含水比Wnまで圧密する過程で，構造単

位内含水比Wintraと構造単位間含水比Winterは，それぞれ弾性

的圧縮の膨張指数 Csと塑性的圧縮の Ccの比で減少したと仮

定する．飽和粘土であることからそれぞれの含水比の比率で

間隙率 nを按分し，構造単位内間隙率 nintraと構造単位間間隙

率 ninterを求めた． 

3．大阪粘土の構造単位内と構造単位間の間隙率  

砂分 10%以下の大阪粘土（Ma10～13）を選定し，前述の手法で各間隙率をもとめ，図-2に示した． 
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構造単位間間隙率nintra = 間隙率n×Wintra/Wn
構造単位内間隙率ninter = 間隙率n×Winter/Wn
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図-1 骨格構造モデルと構造単位の考え方

図-2 間隙率，構造単位内間隙率，構造単位間間隙率と有効土被り圧の相関 

土木学会第62回年次学術講演会(平成19年9月)

-417-

3-209



図-2 では，Ma10の粘土の間隙率がかなり大きく，それは構造単位内間隙の特性によるものと考えられた．

また，Ma11～13 の構造単位内間隙率は土被りに関係なくほぼ一定であった．構造単位間間隙率は土被りに

応じて減少しており，圧密が構造単位間の水の排水で生じている状況が把握できた． 

また，堆積当初が液性限界時の間隙率と仮定し，その比を示したものが，図-3である．なお，液性限界の

間隙率は下式で求めた． 

液性限界の間隙比：eL=WL(ρs/ρw)  (ただし 0＜WL＜1）  式(1)   

液性限界の間隙率：nL=eL/(1+eL)  （ただし 1/100）    式(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3は図-2と同様の傾向を示している．間隙率のほぼ半分で構造単位内と構造単位間の間隙率に区分でき，

圧密による圧縮は，間隙率からみると 10～20％程度の圧縮であり，その大半が構造単位間の水の排水現象で

あることが，表現されていると考える． 

4．構造単位内間隙率と有機炭素含有量  

図-2～3 の Ma10 の構造単位内間隙率は，異常に大

きい傾向がある．図-4に有機炭素含有量（TOC）と構

造単位内間隙率の相関を示したが，Ma13（沖積層）以

外は比較的良好な相関があり，構造単位が有機物含有

量に支配されている可能性が考えられる．ただし，

Ma13 では有機炭素量以外の要因により，塑性限界が

小さくなったためと考えられるが，明確でない． 

5．おわりに  

 海成粘土の間隙率を構造単位内と構造単位間に区分

する手法を試み，それらから圧密現象を構造単位間の

圧縮過程として表現できる可能性を示した．また，ほ

とんど圧縮しない構造単位内間隙の構造が，一部で有機物含有量に支配されている可能性が判明したが，そ

れだけでは説明できない他の要素があり，今後の課題としてデータ蓄積・解析を進めたいと考える． 
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図-3 間隙率，構造単位内間隙率，構造単位間間隙率と液性限界の間隙率との比 
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図-4 構造単位内間隙率と有機物含有量 
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